








方法

　産科において,児を取り扱うのは,新生児期の始めの 7日足らずの短時間にす

ぎず,この間に,先天性心奇形の発見される場合は,必ずしも多くない。

　そこでわれわれは,昭和 36 年より昭和 49 年まで 14 年間に,当科で取り扱っ

た分娩 13.762 例のうち,死産又は,新生児死亡で,剖検に処せられた児 157 例の

病理所見を調べ,心奇形の有無を調査した。心奇形の存在する児に関して,その

母体の妊娠中のホルモン剤使用歴の有無,及びその量,使用した妊娠週数,種類

を調べた。


